




















































































中国学部新設 特 が載っていました（一面に）。アジアの大園、 国との中心的役割を期待しています。今後は中国にも分校を創り、逆に中国 人々の教育機関を創立するよう期待して－街木県｛子鶴宮市団体聡員
Y氏（時才）















































































古希を迎え、亡父母について回顧をものせんと掘友会をたずね、本書を入手しました。書院と愛大の関係など全く知らず 院の性格・校風、その業績などについ も大変啓発されるところがありました。 二集も入手しましたが、更に続刊されましたら幸甚です。－札俣市中央区
T氏（伺才）
























































































































































































































































国語学校を凌駕 て たのは、衆目の一致するところ。商務科を長崎、山口、小怖の高等商業比較されるのは書院の地位を低く評価するものだと思います。これらの高商は三年制で、山口の支部貿易専攻科（一年制）に進ん やっと書院に追いつけるかなというところ した。事実、書院に行けなかったこれら高商や外語の卒業生が山口の専攻科に進んでいましまた、大学 昇格した東
E
同文書院大学
は非常に高い評価を得ておりましたが、それは三商大との比較の上でなく、あ分野においては東大、京大に勝るものがあるとさ ていた らです。東亜同文書院大学は一般大学と比較することが きない高みにあったと私は思います。
したがって三商大の一つといわれたこ









































































































戦後既に叩年が過ぎ、舎院の現に大陸に存在し た歴史は既 時代 流れのみこまれつつある
。
愛大は我々の存命
の時空を超えて
、未来へ、よ
り大きく羽
ばたこうとしている
。
特に
1997
年よ
り創設
「現代中国学部
」
は愛大の強力
なアイデンティティであり、舎院そののの白骨像とも言い得る存在で
、時はまさ
に香港中国返
還の年であり
、
かの阿片戦
争以来中国蚕食の械点が抹消整消され
、
新しい中国の歴史が描かれはじめるとも一言い得ましょう
。
我々は愛大の中国問題に取り組む熱情
と力量を
信じ
、我々が
全国にもっている
仲間の、老 たりとは
言
え
、壮
者をしの
ぐ中国への愛情を援 起し、愛大に夢を托し、全国レベルで‘それぞれ応援することを強く提
言
したいのである
。
（一九九六年一月の泥友
会賀詞会
・掘
友同
窓会発会式上で披露された）
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